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　高品質ボーリングとは、ダム関連事業で問題となる固結
度の低い地質もしくは破砕が著しい岩盤について、地中内
の状態を維持しながらコアを採取する掘削技術です。
　高品質ボーリングの工法には、ミストやポリマー系泥水
などの循環材の利用や、特殊コアチューブなどを採用する
など、さまざまな技術が提案され実施されています。しか
し、ボーリング機械の微小な変化を感じとり、これに基づ
いた判断を必要とする掘削技術は、ボーリング技術者の経
験に委ねられ、コア採取技術の向上や技術の普及を難しく
しています。
　そこで、ボーリング技術者が掘進時の判断として意識し
ている五つの要素（掘削時の先端荷重、掘進速度、ロッド
の回転、送水量、送水圧）を数値として見える化できるシ
ステムを開発しました。システムの名前は、ＯＹＯ　ＨＱ
ＣＳ－ＭＳ（ハークス）と言います。ハークスは、応用地
質の高品質ボーリング工法であるＬＷＬＰ工法（低送水量
低給圧工法）を具現化した革新的システムです。

既存の水道専用ダムを再開発し、治水・利水の機能向上を
果たした本河内高部ダムと低部ダム（写真提供：長崎県）

　我が国では、既に基を上回るダムが完成し、機能を発揮して
います。貴重な社会資本ストックであるダムには、治水・利水機能
を維持することはもちろん、さらなる機能向上を実現し、社会の安
全・安心に寄与することが求められています。
　当社は、このような社会的ニーズを受け、豊富な実績と経験を生
かしたさまざまな方策を提案します。

■ストックマネジメント
　限られた予算の中で、必要なダム機能を確保しながら効率的に維
持管理を行うには、施設の延命化と維持管理費の縮減が必要となり
ます。施設の重要度に応じた予防保全・事後保全の考えに基づいた
維持管理計画を導入することにより、施設の安全性確保とライフサ
イクルコストの最小化を提案します。

■ソフト対策
　近年、地球温暖化に起因した局所的豪雨など、これまでの想定を
上回る超異常洪水が発生しています。このような自然災害に立ち向
かうため、ダムに求められる役割が一段と大きくなっています。現
在のダム操作や下流河道の整備状況にも配慮し、ダムの機能を最大
限発揮するための貯水池運用方法について提案します。

■ハード対策
　既設ダムを有効活用した施設改造には、堤体の嵩（かさ）上げ、
堤体穴あけによる放流設備の新設、トンネル式放流設備の新設など
があります。調査・設計・施工の相互関係を理解した高度な技術力
を駆使し、現況の地形・構造・設備などを踏まえた既設ダムの健全
性評価、再開発工事中のダム機能維持方法など、最適な再開発方策
を提案します。

■水力発電設備の増設
　我が国の河川流水は水力エネルギーとして高度に利用されて来ま
した。しかし、既存のダムからは発電に利用されないまま下流の流
況改善などで放流されている流水も存在し、水力エネルギーとして
の活用が注目されています。ダムの放流水を活用した小水力発電に
ついて、計画・設計から事業化に必要となる法的手続き・事業評価
・運用管理などに至る多様な課題について、柔軟な解決策を提案し
ます。

健全度調査中の野村ダム堤体下流面

※お問い合わせ先／日本工営株式会社
　流域・都市事業部ダム・発電部
　℡．－－

【ダム総合点検】
　ダム総合点検では、管理開始後
年が経過したダムを対象とし
て、土木構造物、電気・機械設備
等の健全度調査・評価を行い、長
期供用を目指した維持管理方針を
立案します。日本工営は、野村ダ
ム、長安口ダム、鶴田ダム等にお
いて、多岐の分野にわたる高い技
術力と総合力を発揮し、ダム長寿
命化に資する計画立案に携わって
います。

施工中の鹿野川ダム貯水池内
大規模仮締切

千五沢ダムラビリンス型洪水吐き
完成イメージ図

【既設ダム再開発】
　既設ダム再開発では、施工中にダ
ム機能を維持することが前提となり
ます。そのため、大規模な貯水池内
仮締切や大規模な洪水転流、複雑な
施工計画の立案等の制約があり、新
規ダム建設とは異なった設計・施工
技術が必要となります。
　鹿野川ダム改造事業では、ダムサ
イト右岸地山に最大で毎秒㎥の
水を流せる国内最大級のトンネル洪

水吐きを増設しています。日本工営
は、トンネル洪水吐き設計、ゲート
設計、施工計画立案等の主要業務に
携わっています。
　千五沢ダム再開発事業では、既設
農業ダムに治水機能を付加する全国
的にも珍しいラビリンス型式の洪水
吐き設備増設を行っており、洪水吐
き改造設計・施工計画、水理模型実
験、地質調査・解析等の業務を日本
工営が行っています。
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　日本工営は豊富な設計、調査の実績・経験に基づいた高い技術力と総合力
により治水事業に貢献して参ります。
【新規ダム建設】
　新規ダムの建設では、ダムごとに異なる地質条件や施工の効率化、コスト
縮減など多様な要求に対応するため、高い技術力と総合力が必要です。日本
工営は、現在、長年の経験で培ってきた技術に最新技術を加え、多くのダム
事業にかかわっています。八ッ場ダム建設事業においては、ダム本体設計・
施工計画、ゲート設計、ダムサイト・原石山地質解析等主要な業務に携わっ
ています。


